
平成３１年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査 
＜長崎県の結果の概要＞ 

 
 

Ⅰ 調査の概要 
 
１ 目 的 

義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒 
の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改 
善を図るとともに、学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の 
改善等に役立てる。さらに、そのような取組を通じて、教育に関する継続的 
な検証改善サイクルを確立する。 

 

２ 実施対象 

県内国公私立学校の以下の学年の、原則として全児童生徒を対象とする。 
○小学校調査…小学校第６学年、義務教育学校前期課程第６学年、 

特別支援学校小学部第６学年 
○中学校調査…中学校第３学年、義務教育学校後期課程第３学年、 

特別支援学校中学部第３学年 

 

３ 調査内容  
（１）教科に関する調査…国語、算数・数学、英語 

国語、算数・数学、英語はそれぞれ次の①と②を一体的に出題。 
    ①身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容

や、実生活において不可欠であり常に活用できるようになっている
ことが望ましい知識・技能等 

    ②知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解
決のための構想を立て実践し評価・改善する力に関わる内容 

      ※英語の「話すこと」に関する問題の解答は、原則として口述式による。 

（２）質問紙調査 

児童生徒に対する調査 学校に対する調査 

学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面

等に関する調査 

指導方法に関する取組や人的・物的な教育条件

の整備の状況等に関する調査 

 

４ 調査期日  平成３１年４月１８日（木） 

 

５ 調査実施校数及び児童生徒数 

（１）実施校数 ４８７校（調査対象者の在籍する学校の総数 ４８７校） 

（小学校：３１２校、中学校：１７３校、義務教育学校：２校） 

 
（２）参加児童生徒数 

○ 小学校６年生   １１，３４９人 
○ 中学校３年生   １０，８１２人 
 



 

Ⅱ 全国学力・学習状況調査「結果の概要」 
 
１ 教科に関する調査 

 

１ 平均正答率 

県全体 

（公立小・中学校・義務教育学校、県立中・特別支援学校） 
  

小学校 中学校  県立中学校（３校） 

教科 本県 全国 教科 本県 全国  教科 本県 全国 

国語 ６１ ６４ 国語 ７３ ７３  国語 ９３ ７３ 

算数 ６５ ６７ 数学 ６０ ６０  数学 ８８ ６０ 

 英語 ５４ ５６  英語 ８１ ５６ 

         ※中学校英語の「話すこと」は、参考値のため平均正答率には含まれない。  

 

＜参考１＞ 平成３０年度の調査結果（公立小・中学校、県立中・特別支援学校）  

校種 教科 
Ａ問題（知識） Ｂ問題（活用） 

本県 全国 本県 全国 

小学校 

国 語 ６９ ７１ ５４ ５５ 

算 数 ６２ ６４ ５０ ５２ 

理 科 ６０ ６０  

中学校 

国 語 ７５ ７６ ６０ ６１ 

数 学 ６５ ６６ ４５ ４７ 

理 科 ６６ ６６  

 

＜参考２＞ 平成２８年度小学校６年生（現中学３年生）の調査結果 

校 種 教 科 
Ａ問題（知識） Ｂ問題（活用） 

本 県 全 国 本 県 全 国 

小学校 

国 語 ７２ ７３ ５７ ５８ 

算 数 ７８ ７８ ４７ ４７ 

 

 

※平成３０、３１年度（令和元年度）の数値は文部科学省が公表したデータによる。 

※平成２８年度の数値は、文部科学省が公表したデータをもとに整数値に変更したもの。 
 
 

※Ａ問題・Ｂ問題の区別なし。 

※Ａ問題・Ｂ問題の区別なし。 



２ 平均正答率と「学力向上のための三つの提案」に係るアンケートとの相関 

（上位校と下位校の比較）          ※平均正答率上位 50校、下位 50校を抽出 

                                 （１学年 20名以上の学校を抽出） 

※「よく行っている」と回答した学校の割合（％）  

 

３ 各教科間の平均正答率の相関 

 ※各市町の平均正答率と全国平均正答率との差を用いた相関 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小学校 中学校 県全体 

上位校 下位校 差 上位校 下位校 差 上位校 下位校 差 
「めあて（課題）」と「まと
め」が子供に届く授業 

80.3 69.2 11.1 55.8 64.7 -8.9 69.0 67.0  2.0 

ねらいに即した「書く活動」
を重視する授業 

57.4 48.1  9.3 28.8 33.3 -4.5 44.2 40.8  3.5 

「学習規律の徹底」と「支持的風土の醸成」 
により安心して学べる授業 

75.4 44.2 31.2 71.2 68.6  2.5 73.5 56.3 17.1 



 

４ 各教科の正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校国語：14 問 小学校算数：14 問 

中学校国語：10 問 中学校数学：16 問 

中学校英語：21 問 



５ 結果の総括 
 
（１）県全体の平均正答率 
◇ 小学校では、国語は全国平均を３ポイント下回り、算数は全国平均を２ポ
イント下回った。 

◇ 中学校では、国語、数学ともに全国平均と同程度であり、英語は全国平均
を２ポイント下回った。 

 
（２）平均正答率と「学力向上のための三つの提案」に係るアンケートとの相関 
◇  小学校では、平均正答率が高い学校ほど、「めあて」と「まとめ」が子供に届く
授業を実施し、ねらいに即した書く活動を重視している。また、「学習規律の徹
底」と「支持的風土の醸成」を図り、安心して学べる授業を実施している。 

◇  中学校では、平均正答率が高い学校ほど、「学習規律の徹底」と「支持的風土    
  の醸成」を図り、安心して学べる授業を実施している。また、「めあて」と「まとめ」、 
「書く活動」においては、小学校のような相関が見られないことから、各学校の認 
識の仕方や取組の質に違いがあることがうかがえる。 

 
（３）各教科間の平均正答率の相関 
◇ 小学校、中学校ともに、各教科間の平均正答率には、相関関係がうかがえる。 
◇ 小学校国語と算数、中学校国語、数学、英語ともに平均正答率が低い学校は 
各教科に共通して問題を読み取る力や、自分の考えを表現する力等に課題が 
あることがうかがえる。 

 
（４）各教科の正答数分布のグラフ 
◇ 小学校国語、算数では、正答数が少ない層の割合が高く、小学校低学年段
階からの基礎的な知識・技能の積み上げに課題があることがうかがえる。 

◇ 中学校英語では、上位層の割合が少ないことから、英語を用いたコミュニ
ケーションの機会を充実させることが求められる。 

 
（５）各問題の解答状況 
◇ 各教科における昨年度の重点課題の状況は、以下のとおりである。 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

               

 

      

 

 重点課題（Ｈ３０） 問題番号 状況(全国との差) 

小

学

校 

国語 
条件に合わせて書く １三 －４ 

語彙（漢字） １四(１) －２ 

算数 
式の表現と読み ３(４) －３ 

資料の整理と読み ２(３) －３ 

中

学

校 

国語 条件に合わせて書く ３二 ±０ 

数学 図形の証明 ７(３) －３ 

英語 
適切な英語を用いて表現する ９(２)② －６ 

自分の考えや理由を書く ８ －１ 



 

◇ その他、課題が見られた問題 

【小学校国語】意味のつながりを考えながら、接続語を使って１文を２文に分

けて書き直す問題(１四(２)) 
【小学校算数】示された計算の仕方を解釈し、減法の場合を基に、除法に関し 

て成り立つ性質を記述する問題(３(２)) 

【中学校国語】文章の構成や展開、表現の仕方について、根拠を明確にして自 

分の考えをもつ問題(１一) 

【中学校数学】事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明する問

題(６(２)) 

【中学校英語】与えられた情報に基づいて、３人称単数現在時制の文を正確に 

書く問題(９(３)) 

 

◇ 問題を正しく読み取り、複数の情報から必要な情報を選択したり関連付け

たりすること、また、それらを基に自分の考えをまとめ表現することに課題

がある。 



校種

教科 国語 算数 国語 数学 英語

長崎市 ＋ ＋

佐世保市

島原市 ＋ ＋ ＋ ＋

諫早市 ＋

大村市

平戸市 ＋

松浦市

対馬市

壱岐市 ＋

五島市

西海市

雲仙市 ＋ ＋

南島原市 ＋

長与町 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

時津町 ＋ ＋ ＋

東彼杵町 ＋ ＋

川棚町

波佐見町 ＋

小値賀町 ＋ ＋ ＋ ＋

佐々町 ＋ ＋

新上五島町

小学校 中学校

                                           （全国平均以上の場合「＋」表示）

６　平成３１年度（令和元年度）　全国学力・学習状況調査　各市町の状況 



　　　質問紙調査
１　主な状況（質問紙調査からの抜粋）

【道徳性、自己有用感等】

全国比 全国比 全国比 全国比

本県 95.7 本県 96.0 本県 96.6 本県 95.9

全国 95.2 全国 95.2 全国 94.9 全国 94.3

本県 97.0 本県 97.4 本県 96.9 本県 96.7

全国 96.8 全国 97.1 全国 95.5 全国 95.1

本県 85.5 本県 82.3 本県 81.5 本県 75.9

全国 84.0 全国 81.2 全国 78.8 全国 74.1

本県 85.6 本県 87.0 本県 84.1 本県 83.6

全国 85.3 全国 86.1 全国 82.2 全国 81.5

【学習習慣と生活習慣】

全国比 全国比 全国比 全国比

本県 67.5 本県 71.3 本県 52.3 本県 50.4

全国 67.6 全国 71.5 全国 52.1 全国 50.4

本県 67.2 本県 66.9 本県 31.1 本県 28.8

全国 66.2 全国 66.1 全国 36.4 全国 35.5

本県 94.3 本県 95.6 本県 94.1 本県 95.0

全国 94.5 全国 95.3 全国 91.9 全国 93.1

本県 80.8 本県 76.6 本県 79.1 本県 80.0

全国 80.5 全国 77.4 全国 76.0 全国 76.4

【学校や地域、社会に関わる活動の状況等】

全国比 全国比 全国比 全国比

本県 85.1 本県 84.1 本県 72.9 本県 72.0

全国 85.1 全国 83.8 全国 72.4 全国 70.5

本県
（H29) 87.9 本県 87.0 本県

（H29) 85.0 本県 85.1
全国
（H29) 86.3 全国 85.8 全国

（H29) 80.9 全国 81.9

本県 64.8 本県 69.3 本県 49.6 本県 54.5

全国 62.7 全国 68.0 全国 45.6 全国 50.6

本県 48.0 本県 53.1 本県 39.8 本県 41.6

全国 49.9 全国 54.5 全国 38.7 全国 39.4

3 今住んでいる地域の行事に参加している +2.1 +1.3 +4.0 +3.9

+0.3 +2.2

中　　学　　校

+1.6

先生は、あなたのよいところを認めてくれ
ている

+2.1

+0.5

+0.9

+1.9

+0.8

小　　学　　校 中　　学　　校

H30 H31(R1) H30 H31(R1)

3 毎日朝食を摂取

+1.2 +4.1 +3.2

1 将来の夢や目標を持っている 0.0 +0.3 +0.5 +1.5

2 いじめはどんな理由があってもいけない

4

2
学校に行くのは楽しい（H30は質問項目
なし)

+1.6

調査項目

-0.2

+1.9

小　　学　　校

1 人の役に立つ人間になりたい

調査項目

+1.6+1.4

+1.7

H30 H31(R1)

H31(R1)

H30

+0.3

+0.3

+0.2

中　　学　　校

H31(R1)

調査項目

小　　学　　校

H30 H31(R1) H30

2
授業以外に１時間以上（中学校は２時間
以上）の学習をしている（月～金）

+1.0 +0.8 -5.3 -6.7

3 自分には、よいところがある +1.5 +1.1 +2.7 +1.8

4
家の人と、学校での出来事について話を
する

+0.3 -0.8 +3.1 +3.6

1
家で自分で計画を立てて勉強をしていま
すか

-0.1 -0.2 +0.2 0.0

4
地域や社会をよくするために何をすべき
かを考えることがある

-1.9 -1.4 +1.1 +2.2

２



 

２ 結果の総括 

 

◇ 道徳性については、継続的に全国より高い傾向にあり、特に、「人の役に

立つ人間になりたい」「いじめはどんな理由があってもいけない」と思って

いる児童生徒の割合は、昨年度に引き続き９５％を超えている。 

 

◇ 「先生は、あなたのよいところを認めてくれる」「家の人と、学校での出

来事について話をする」と回答した児童生徒の割合は、概ね全国を上回るな

ど、教員や保護者など周囲の大人との関係性を肯定的に捉えている。 

 

◇ 「家で自分で計画を立てて勉強している」と回答した児童生徒の割合は、

全国とほぼ同じ状況だが、中学校において「月～金において、授業以外に２

時間以上学習」をしている生徒の割合は、引き続き全国を下回っている。 

 

◇ 「自分には、よいところがある」「学校に行くのは楽しい」「将来の夢や目

標を持っている」と回答した児童生徒の割合は、全国平均を上回っており、

自分自身や学校生活、自分の将来について、肯定的に捉えている。 

 

◇  「今住んでいる地域の行事に参加している」と回答した児童生徒の割合

は、小・中学校ともに全国より高く、また、特に中学校では、「地域や社会

をよくするために何をすべきかを考えることがある」と回答した生徒が、

昨年度に引き続き全国を上回るなど、地域との良好な関係性、地域や社会

への関心の高さががうかがえる。 

 



３ 各教科の状況   
 

小学校国語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・報告する文章の一部を、調査結果をもとに書く問題 

(１三：条件に合わせて書く) 

・文章中の言葉を、漢字を使って書き直す問題(１四(１)：漢字) 

・意味のつながりを考えながら、接続語を使って 1 文を２文に分けて書き直

す問題(１四(２)) 

１三  
県の正答率  24.9％ 
全国との差  －４ 

（
問
題
文
か
ら
一
部
抜
粋
し
、
再
構
成
し
て
い
る
。
） 

○ 

「
２ 

調
査
の
内
容
と
結
果
」
の
（
１
）
と
（
２
）
の
両
方
か
ら
言
葉
や
文
を
取
り
上
げ
て
書
く
こ
と
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【
報
告
す
る
文
章
】
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現
で
書
く
こ
と
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書
き
出
し
の
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け
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十
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上
、
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以
内
に
ま
と
め
て
書
く
こ
と
。
な
お
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書
き
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字
数
に
ふ
く
む
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〈
条
件
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１四(１) 

県の正答率     全国との差 

ア 39.9％    ア －２ 

 イ 69.0％    イ －１ 

 ウ 30.7％    ウ －５ 

 

１四(２) 
県の正答率  45.8％ 
全国との差   －２ 

・目的や意図に応じて、自分の考えの理由を明確にし、まとめて書く（条件に合わせて書

く）ことについては、継続課題である。 

・漢字については、文の中で正しく使うことに課題が見られた。 

・意味のつながりを考えながら、接続語を使って 1 文を２文に分けて書き直すことについ

て、課題が見られた。 



 

小学校算数 

 

・示された除法の式の意味を問う問題(３(４)：式の表現と読み) 

・グラフを読み取る問題(２(３)：資料の整理と読み) 

・除法に関して成り立つ性質を記述する問題(３(２)) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３(４) 
県の正答率  43.8％ 
全国との差    －３ 

３（４） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２(３) 
県の正答率  48.8％ 
全国との差    －３ 
 

２（３） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３（２） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３(２) 
県の正答率  28.5％ 
全国との差    －３ 
 

・除法の式の意味の理解は、継続課題である。 

・二つの棒グラフから資料の特徴や傾向を読み取り、それらを関連付けて判断し、そ

の判断の理由を記述することは、継続課題である。 

・示された計算の仕方を解釈し、減法の場合を基に、除法に関して成り立つ性質を記

述することに課題が見られた。 

 

 

 



中学校国語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・伝えたい事柄について、根拠を明確にして書く問題 (３二：条件に合わせて書く) 

・文章の構成や展開、表現の仕方について、根拠を明確にして自分の考えをも

つ問題(１一) 

３二 

県の正答率 77.7％ 

全国との差   ±０ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・伝えたい事柄について、根拠を明確にして書く（条件に合わせて書く）ことについては、

改善傾向が見られた。 

・文章の構成や展開、表現の仕方について、根拠を明確にして自分の考えをもつことにおい

て、課題が見られた。 

１一 

県の正答率 62.2％ 

全国との差   －２ 



 

中学校数学 

 

・結論が成り立つための前提を考え、新たな事実を見いだし、説明する問題 

(７(３)：図形の証明) 

・事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明する問題 (６(２)) 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７(３) 
県の正答率  50.5％ 
全国との差    －３ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
・図形の証明において結論が成り立つための前提を考え、新たな事実を見いだし、説明するこ
とについては継続課題である。 

・事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明する問題においては、課題が見られ 
た。 

 

６(２) 
県の正答率  34.0％ 
全国との差   －１ 



 

中学校英語 

 

・与えられた語を用いて、会話が成り立つように正しく文を書く問題 

（９(２)②：適切な英語を用いて表現する） 

・読んだことを基にして、自分の考えを書く技能統合の問題 

（８：自分の考えや理由を書く） 

・与えられた情報に基づいて、３人称単数現在時制の文を正確に書く問題 

(９(３)) 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９(２)② 
県の正答率  22.6％ 
全国との差    －６ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 
県の正答率   9.7％ 
全国との差    －1 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・会話の流れから時制を判断して、会話が成り立つように文を書くこと（適切な英語を用いて表 
現する）は、継続課題である。 

・読んだことを基にして自分の考えを書くことは、継続課題である。 
・与えられた情報に基づいて正確な文を書く問題では、一般動詞の３人称単数現在時制の文を 
書くことに課題が見られた。 
 
 
 

 
 

９(３)① 
県の正答率  54.2％ 
全国との差    ＋１ 
 
９(３)② 
県の正答率  26.6％ 
全国との差    －６ 
 
９(３)③ 
県の正答率  31.9％ 
全国との差    －６ 
 


